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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，疲労き裂の進展メカニズムに関して，広く認識されている塑性変形モード以外に，損

傷蓄積モードが存在すること，さらにその冶金学的および機械的因子を明らかにしている．これま

で塑性変形モードによる疲労き裂進展を前提として，進展挙動の予測手法および疲労破壊を防止す

る安全設計手法は構築されてきたが，従来の手法が適用できないマルテンサイト鋼などの高強度鋼，

さらには最先端材料に対して，本研究成果の適用により，疲労強度信頼性の向上が期待される．そ

のため，機械工学上寄与するところが大きい．よって本論文は博士（工学）に値するものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


